
夏休み前貸出は７月６日(月)から
６冊まで貸出ＯＫ！

　夏休みの宿題になる「読書感想文」が苦手な人必
見！図書館では本の選び方や感想文の書き方まで、
解決のヒントになる本やQ&Aを展示しています。ま
た学校図書館で作成した「読書感想文パスファイン
ダー」では感想文をアドバイスするwebサイトや
YouTubeチャンネルもご紹介。ぜひ読んでみてね。

ペラ読みおすすめ本＜分類番号８１４や＞

『なんでもない一日の辞典』
　山口謠司・著

ペラ読みのススメ

貸出期限を過ぎた本を持っている人は
すぐに返却してから借りてニャン！

キャリアデザインの文字をクリック
すると蔵書名が確認できるニャン！

　1日を1時間ごとに切り取り、浮かんで
くることばをご紹介。その時間に聞こ
えてくる音やイメージする動き、状態
を表すオノマトペのほか、関連するこ
とばの解説を、柔らかなイラストとと
もに収録しています。

本は全部読まなくても良いんです。とりあえ
ず開いて、気になるフレーズをみつけよう！

「ヤバい」と言うだけでは人に大切なことは伝わ
りません。日々を豊かにする多くの「言葉」を知
り、あなたの感じていることを表現してみません
か。

『 安方中学校１００選！
　 読書感想文におすすめの本 』

　7月テーマ

「文学で楽しむ音楽」

　安方中学校では、先生方にもご協力いただいて読書
感想文におすすめの本を100冊選んで紹介しています。
9つのテーマ別に沿って本をご紹介しているので、気に
なるテーマから選ぶこともできます。また、★の数で
本の読みやすさを表しているので読書の参考にしてく
ださい。夏休み前に貸出しが集中するので、借りる本
が決まっている人はお早めに！

もうすぐ夏休みだニャン！

　あっという間に6月が過ぎ、もうすぐ夏休みで
す。図書メディアセンターでは夏休みに読みたい本
の展示をはじめました。読書感想文におすすめの本
や季節行事に関する展示など、興味がわいた分野や
普段手に取らない本にも挑戦してみてください。

うら面に続く→

夏休みの開館について

開館日
７月２１日(火)～２４日(金)
午前 　９時～１２時００分
午後 １４時～１５時３０分

図書メディアセンター内展示

『 近代文学クイズ！
　 わたしは誰でし？ 』

　国語の教科書にも出てくる近代文学。みなさん
は文豪たちの顔を知っていますか？顔あてクイズ
をはじめ、近代文学の面白い読み解き方や文学者
の素顔など、近代文学者に関する本をご紹介。

　夏休みも図書メディアセンターを開館します。ひ
まなときや部活の空き時間に読書を楽しんだり、宿
題を進めたりできます。夏休みは特に公共図書館は
混むので、学校図書館をぜひ活用してください。

　7月テーマ

「本で世界を旅しよう」

【内容紹介】動物たちが平和に暮らしているズートピアという大

都会での物語。ウサギ初の警察官ジュディと元詐欺師のキツ

ネ・ニックがバディを組んで謎を解いていきます。ある日、ズー

トピアにはいるはずのないヘビが突然現れ、2人はズートピア

誕生に隠された謎とともに事件解決に挑みます。

『 ズートピア２  』

１年生 Hさんより

岡田雅志 ・著　所在記号９３３ べ 

【内容紹介】オランダはヨーロッパにある九州と同じくらいの面

積の国です。サッカーワールドカップで日本と引き分けになっ

たのも記憶に新しいでしょうか。実はオランダのロッテルダムと

いう街にはユーロポートと呼ばれるヨーロッパ最大の港があ

り、経済的にとても発展しています。そんな小さいけど豊かな

オランダの歴史についての本です。.

。

『 1冊でわかるオランダ史 』

【おすすめフレーズ】

オランダが、中世から多くの王族によって統治されてきたことを分

かりやすい家系図で示してくれるので理解しやすいです。

水島治郎・著　所在記号 ２３５ い

ジュディとニックが再びバディに！！

二人の絆が試される
長きにわたって水と闘い、水を治め、水を活用してき
た国の歴史を描く

３年生 Bさんより

図書委員のおすすめ本紹介

７月も新刊続々入荷中いっぱ
い読んでニャン！

【おすすめポイント】私はこの作品で色々な感情を感じることができ

ました。２人の会話にキュンキュンしたり、ハラハラしたり、最後に

は感動したりと最後まで楽しく読むことができると思います！ぜひ

読んでみてください！

返却期限が過ぎた人に延滞用紙を配り、返却され
るまで本の貸出しを停止します。授業で図書館を
使うので、まだ持っている人は早急に返却してく
ださい。また本をなくしてしまった人、汚してし
まった人は直接図書館に来て教えてください。

返却期限の過ぎた本を持ってる人へ

「これも学習マンガだ！」プロジェクト
マンガ『言葉の獣 』を読んでみよう

この作品では、言葉が擬獣化さ
れ、目に見える「獣」として描
かれます。読めば読むほど、普
段何気なく使っている言葉の重
みや大切さを意識するようにな
る作品です。 
https://gakushumanga.jp/

SNS上での誹謗中傷が問題になり、言葉の持つ力
が改めて注目今、「言葉」の力について、不思議な
世界観の中で深く考えさせられるのが『言葉の獣』
です。 この作品では、言葉が擬獣化され、目に見
える「獣」として描かれます。その独特な表現を通し
て、「言葉にすること」とは何か、「なぜ詩や言葉が
人の心を動かすのか」を、理屈ではなく直感的に感
じ取ることができます。 読めば読むほど、普段何
気なく使っている言葉の重みや大切さを意識する
ようになる作品です。言葉が持つ力について、改め

て考えるきっかけを与えてくれるでしょう。 

館内のマンガは、日本財団のプロジェクト「これもマ
ンガだ！」を参考に取り入れています。このプロジェ
クトは、日本のマンガが持つ「分かりやすさ」や「共
感力」に着目し、有識者で構成する選書委員会が200以
上のマンガ作品を推薦しています。その中から今回は
『言葉の獣』をご紹介。


